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は  じ  め  に 

 

 本報告書は、水質汚濁防止法第 15条の規定に基づき、公共用水域（河川、湖沼及び海域）

及び地下水の水質汚濁の状況を調査し、その結果を同法第 17条の規定により公表するもので

す。 

公共用水域については、53河川（うち環境基準の類型指定 47水域）、3湖沼（3水域）及び

3海域（19水域（COD））の計 185地点（河川：127地点、湖沼：4地点、海域：54地点）を対

象に水質等の調査を実施しました。 

調査の結果は、全体的には水質改善の傾向が続いています。平成 25 年度の河川における環

境基準（BOD）の達成率は 100%、湖沼における環境基準（COD）の達成率は 100%、海域におけ

る環境基準（COD）の達成率は 73.7%でした。 

また、地下水については、新規概況調査（80地点）、県全体の概況を見る定点監視調査（155

地点）、これまでの調査で汚染が確認された井戸等における汚染地区調査（328 地点）等、計

651地点において調査を実施しました。 

 本県では、貴重な資源である地下水を多くの家庭や企業、農地で利用するとともに、水道水

源としても活用していますが、近年、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素による汚染が懸念されてお

り、地域によっては濃度の上昇が顕在化しています。このため平成 25年度は、10市町村にお

いて新規概況調査による硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素の濃度を測定しましたが、1地点で環境

基準の超過が判明したことから、周辺地区調査を行いました。 

 一方、カドミウムなどの重金属やトリクロロエチレンなどの揮発性有機塩素化合物による新

たな汚染はほとんど見られなくなりましたが、地域によっては自然由来の砒素、ふっ素、ほう

素による汚染が見られます。 

 本県では公共用水域のさらなる水質改善のため、これまでも河川の環境基準類型見直し並び

に有明海や八代海の水質環境の改善を図るため平成 17年度に「水質汚濁防止法に基づく上乗

せ排水基準を定める条例」及び「熊本県生活環境の保全等に関する条例」を改正し平成 20年

4月から施行するなど、工場、事業場からの排水規制の強化を行ってまいりました。 

また、地下水の硝酸性窒素汚染対策については、平成 15年 3月に「荒尾地域硝酸性窒素削

減計画」、平成 17年 3月に「熊本地域硝酸性窒素削減計画」を策定し、県、市町村、JA、農業

従事者及び生活排水処理対象者が協力して地下水への窒素負荷削減に取り組んでいます。さら

に、熊本県地下水保全条例を改正し、硝酸性窒素対策の条項を創設するとともに、告示で定め

る地下水質保全目標にも硝酸性窒素を追加し、平成 24年 4月に施行したところです。 

県としては、今後とも、健全な水循環と水環境の保全への取組みを進め、豊かできれいな水

を次世代へしっかりと引き継いでまいりたいと考えております。 

 皆様におかれましては、この報告書を御活用いただき、熊本県の水質環境の現状を正しく御

理解いただくとともに、水質の保全に向けた取組みに御活用いただければ幸いに存じます。 

 おわりに、公共用水域及び地下水の水質測定調査の実施に御協力いただいた関係各位に厚く

御礼申し上げます。 

  平成 26年 10月 

                             熊本県環境生活部環境局 
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